
琉球大学学術リポジトリ

畑地かんがいを進めるために　(2)

言語: 

出版者: 琉球大学農家政学部

公開日: 2011-06-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 泉, 裕巳

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/20569URL



畑地かんがV,はその目的に応じていろV,ろな方式があ

りますが､V,ままで日人 々土各地で行なわれてV,る主な

ものを大別すると次の通りです｡

A 地上かんがい (器 んがい 際 窪い

B 地下かんがパ 冨芸諾 KK至芸宝芸

C.散水かんがい (スプリンクラーかんがい)

これらの方法､形式を簡単に説明すると

(A) 地表 かんが い

これは地表面に水路をつくって耕地まで水を導きかん

がV,する方法ですO 従って実施する際には地表面を整

地して凸凹を頼り除き､勾配を一定にする必嬰がありま

すO

①溢流かんがい ･これ はアメリカにおV,て最も早く､

かつ広く用V,られてV,る方式の一つで傾斜地のかんがV,
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に広く利用されています｡

図1(a)は畑地の傾斜が比液的急な場合であって､一般

に支水路cd,ef, は等高線に平行に設け､傾斜の程度

土壌型に従ってかんがV,水が耕地面に均一に分布する

ようにします｡同じく(b)図は給水路を等高線に平行

に設け､支水路は斜面の方向に配置し､水路に設けられ

た水口より願に水を流します｡耕地面に斉一にかん水す

ることは実際上困難であるけれども､水の分布状態をよ

く注意して鍬などで水を導くことによって､この不利な

点を或程度是正することが出来ます｡この方法は牧草な

どのように常旭する作物には適しますが､畦立てをする

作物には不適当です｡ 支水路の間隔は土質によって調

節し､普通土で23-38mを適当とし､砂質の場合は20m

以上は困難です｡給水路の流量は28-100♂/sec(1秒間

に28-1002の水量)としてこれを数人の支水路に7TIけま

す｡支水路の流速は30cm/sec(1秒間に3ccm進む速さ)

以下として､1回の平均給水深は牧草類で15cmm (垂直

の深さ)位とします0
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この方法はかんがV,水が過剰になると土壌侵蝕を起し

易くなるので注倉する必要があります｡

⑧ボーダー法 :この方式は図2に示すように畑地を低V,

f蛙畔によって､幅10-20m､長 さ100-400mの短 冊型

の細長い帯状に区画してかんがV,しますO幅および長さ

は土性と土地の傾斜に関係し､長さが短かいほどかんが

V,水が斉一に分布し､水の竜参透による損失も少なくなり

ます｡この点から考えると区画の長さは沖縄の場合種々

の条件を考えて50-80m位が適当と思われます｡但し欠

点としてやや大きな水量を必要とします｡しかし労力の

必要度が少ないのは長所と云えます｡

③ 水盤法: これは果樹題に用いられる方法で､図3に

示すように普通は1本の果樹に対し1水盤の割合で区画し

ます.即わち生け花に使う水盤のような形に果樹の周期

に鮭をつくって､その中に水を流し込む方法です｡

@ 旺間かんがい‥t_れ蛾旺間に水を流して両脚の作物

の根帯域 (作物が地中に根を張ってV,る部分)に水を与

える方法で､前に述べた溢流式に比べて蛙闇にかんがい

するために､畑の1/2-1/5の面積が一時溢水するだけで

すから蒸発による損朱か減少します｡しかし､傾斜が急

な場合は土壌侵蝕を受け易く､また砂質土では深部-の

渉透硯朱があるので注意を要します｡

(4)

(B) 地下か んがい

これは地面下に給水して土現中の毛管件用によって作

物の根群域を湿らせてかん水の効果をあげる方法で､開

電式 (地上に設ける水路)と暗在式 (地中に土管などを

埋設したもの)がありますが､何れも次の条件が充たさ

れなvlと経済的に成り立ちませんO

(9 表土の土佐が上方及び側:万に上と鮒 速やかに水分を

毛管流Ebせしめるようなものであること｡

@ 深部への藩透による水の損失を防止するよう､地表

下2.-3mに不透水層 (水を通し難いJT)が存在している

こと｡

③ 土壌の排水が良好であること｡これらの条件を充T=

すような地域は沖縄EIまあまり見当りません｡

(C) 散 水か んがい

水を降雨に似た形の噴覇状にしてかん水する方法で､

給水管に水圧をかけて､管の先端につけた穿孔ノズ′レ､

又は特殊なノズルから散水します｡最近良くV,われてVl

るスプリンクラ一･人工降雨がこれです｡

散水かんがいは､土地が急峻 ･凹凸の激しい地形など､

殆どすべての作物､地形､土壌に適用されます｡ しか

し､設満費が高V,ので経済的効果が問題となります｡

散水かんがV,は設備に金をかけなければならなV,のが

主な欠点ですが､地上かんがV,より操侭や維持管矧こ要

する費用が少なV,ことによって相殺される場合が多く､

比薮的便利な､そして効果的な方法と言えます｡

以上､ 現在行われてV,る方法を簡単に 説｢リ]しました

が､ 畑地かんがV,方式を採用しようと思う似合は､ 先

ず､畑の状態､土壌､地形､作物､JJ(源等を考慮して最

も経済的な､Lかも効果的な方法を採用しなければなり

ません｡ (泉 裕巳)


